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米
国
で
観
察
さ
れ
る
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
見
直
し
活
動

若　

園　

智　

明

は
じ
め
に

　

本
年
六
月
号
の
『
証
券
レ
ビ
ュ
ー
』
で
報
告
し
た
よ
う

に
、
現
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
国
内
の
規
制
全
般
の
見
直
し
を

求
め
て
お
り
、
金
融
規
制
に
つ
い
て
は
米
財
務
省
が
合
計

六
本
の
報
告
書
を
ま
と
め
、
個
別
金
融
規
制
の
見
直
し
を

提
言
し
て
い
る
。

　

本
稿
が
扱
う
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
、
金
融
危
機
を
経

て
包
括
的
な
金
融
規
制
改
革
法
と
し
て
オ
バ
マ
政
権
下
で

成
立
し
た
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
（
以
下
、
Ｄ
Ｆ
法
）
の

柱
の
一
つ
で
あ
り
、
銀
行
事
業
体
（
①
預
金
保
険
対
象

行
、
②
預
金
保
険
対
象
行
を
支
配
す
る
会
社
、
③
銀
行
持

株
会
社
等
）
の
自
己
勘
定
取
引
を
原
則
と
し
て
禁
止
す
る

規
則
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
（
た
だ
し
、
米
国
債
や
日
本

な
ど
の
外
国
国
債
、
州
や
地
方
行
政
機
関
の
債
務
等
は
、

自
己
勘
定
取
引
禁
止
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。）

（
こ
の
他
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
等
と
の
取
引
を
制
限
）。
ボ

ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
は
批
判
が
多
く
、
連
邦
議
会
で
は
特

に
共
和
党
議
員
か
ら
同
規
則
の
修
正
を
意
図
し
た
複
数
の

法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
前
述
の
米
財
務
省
報
告
書
で

も
、
同
規
則
は
重
要
な
見
直
し
対
象
と
な
っ
て
い
る
。



35―　　―

米国で観察されるボルカー・ルールの見直し活動
　

本
年
六
月
（
官
報
記
載
版
は
七
月
）
に
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ

（
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
）
を
含
む
五
つ
の
連
邦
監
督
機

関
か
ら
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
修
正
提
案
が
公
開
さ
れ

た
。
同
規
則
の
全
面
的
な
適
用
は
二
〇
一
五
年
七
月
か
ら

で
あ
る
が
、
本
格
的
な
運
用
か
ら
僅
か
三
年
で
規
則
の
担

当
機
関
か
ら
公
式
に
修
正
の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
は

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
が
記
す
自
己
勘
定
取
引
の

原
則
禁
止
に
焦
点
を
絞
り
、
同
規
則
を
巡
る
議
論
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、
上
記
の
五
つ
の
当
局
に
よ
る
修
正
提
案

の
主
要
箇
所
を
概
観
す
る
。
な
お
、
弊
所
の
『
証
券
経
済

研
究
』
第
一
〇
四
号
（
一
二
月
刊
行
）
で
は
、
学
術
的
な

先
行
研
究
の
分
析
結
果
な
ど
も
引
用
し
て
、
よ
り
詳
細
な

検
討
を
加
え
て
い
る
。
合
わ
せ
て
ご
参
照
願
い
た
い
。

一
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
要
点

　

Ｄ
Ｆ
法
（
六
一
九
条
）
は
銀
行
持
株
会
社
法
に
一
三
条

を
追
加
し
、
銀
行
事
業
体
の
自
己
勘
定
取
引
を
原
則
と
し

て
禁
止
し
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
等
と
の
関
係
を
制
限
し

た
。
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
と
は
、
こ
の
Ｄ
Ｆ
法
の
条
文
と

と
も
に
、
同
法
の
命
に
よ
り
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
Ｏ
Ｃ
Ｃ
（
通
貨

庁
）、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
（
預
金
保
険
公
社
）、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
証
券
取

引
委
員
会
）、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
商
品
先
物
取
引
委
員
会
）
の

五
つ
の
連
邦
監
督
機
関
が
一
三
年
七
月
に
公
表
し
た
最
終

規
則
の
総
称
で
あ
る
。

　

こ
の
最
終
規
則
は
四
つ
の
サ
ブ
パ
ー
ト
と
二
つ
の
付
録

か
ら
構
成
さ
れ
る
（
図
表
1
）。
こ
れ
ら
の
中
で
サ
ブ

パ
ー
ト
Ｂ
と
Ｄ
お
よ
び
付
録
Ｂ
が
現
在
の
修
正
議
論
の
主

な
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
、
こ
れ
ら
の
パ
ー
ト
を

中
心
に
最
終
規
則
の
要
点
を
ま
と
め
る
。
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⑴　

自
己
勘
定
取
引
の
禁
止
（
サ
ブ
パ
ー
ト
Ｂ
）

　

サ
ブ
パ
ー
ト
Ｂ
は
、
別
途
指
定
す
る
「
許
容
さ
れ
る
行

為
」
を
除
き
、
銀
行
事
業
体
の
自
己
勘
定
取
引
を
原
則
と

し
て
禁
止
す
る
。
許
容
さ
れ
る
行
為
と
し
て
、
①
引
受
業

務
と
②
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
イ
キ
ン
グ
関
連
業
務
、
③
そ
の

他
（
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
活
動
等
）
が
列
挙
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
許
容
さ
れ
る
為
の
条
件
を
付
与
し
て
い
る
。

　

こ
の
サ
ブ
パ
ー
ト
Ｂ
に
対
し
て
、
規
則
が
禁
止
な
い
し

は
許
容
す
る
行
為
が
実
務
に
照
ら
し
て
明
瞭
で
は
な
い
点

が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
自
己
勘
定
取
引
」
お
よ
び

「
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
」
の
定
義
は
、
そ
の
代
表
例
に

挙
げ
ら
れ
る
。
サ
ブ
パ
ー
ト
Ｂ
は
、
自
己
勘
定
取
引
を

「
銀
行
事
業
体
が
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
を
通
じ
て
、
証

券
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
、
商
品
先
物
、
そ
の
他
監
督
機
関
が

規
則
に
よ
っ
て
定
め
る
金
融
商
品
の
売
買
も
し
く
は
取

得
・
売
却
に
主
体
と
し
て
従
事
す
る
こ
と
」
と
定
め
て
い

る
。
こ
の
定
義
は
規
則
の
基
盤
で
あ
る
が
、
個
々
の
業
務

図表1　最終規則の主な構成
サブパートA　権限と定義
　1条　権限、目的、範囲および他の権限との関連
　2条　定義
サブパートB　自己勘定取引
　3条　自己勘定取引の禁止
　4条　許容される引受およびマーケットメイキング関連業務
　5条　リスク軽減のために許容されるヘッジ活動
　6条　その他の許容される自己勘定取引行為
　7条　許容される自己勘定取引活動の制約
サブパートC　対象ファンド活動および投資
サブパートD　コンプライアンス・プログラム、違反
　20条　コンプライアンス・プログラム、報告
　21条　活動もしくは投資の終結、違反に対する懲罰
付録A　対象取引活動に対する報告および記録保持の要求
付録B　コンプライアンス・プログラムに対する高度な最小基準
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を
こ
の
定
義
に
よ
り
区
分
け
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
自
己
勘
定
取
引
は
他
の
業
務
と
の
親
和
性
が
高

く
、
こ
の
よ
う
な
広
い
意
味
で
の
定
義
で
は
、
一
連
の
業

務
に
お
い
て
禁
止
行
為
の
み
を
実
務
上
明
確
に
区
分
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
よ
り
狭
義
の
定

義
（
例
え
ば
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
的
機
能
）
と
し
た
場
合

は
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
な
ど
の
大
手
銀
行
事
業
体

は
規
則
の
適
用
前
に
該
当
す
る
業
務
部
門
を
組
織
か
ら
切

り
離
し
て
お
り
、
将
来
的
な
防
止
の
効
果
は
期
待
さ
れ
る

も
の
の
、
今
の
時
点
で
の
規
則
の
意
義
は
喪
失
す
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
最
終
規
則
は
、
引
受
け
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

メ
イ
キ
ン
グ
な
ど
市
場
に
と
っ
て
不
可
欠
な
機
能
を
「
許

容
さ
れ
る
行
為
」
と
し
て
禁
止
行
為
か
ら
除
外
し
た
上

で
、
当
局
が
直
接
的
に
禁
止
行
為
を
監
視
す
る
の
で
は
な

く
、
各
銀
行
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設

置
や
体
制
整
備
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
監
視
や
定
期
報
告
を

活
用
し
て
管
理
す
る
形
式
を
採
用
し
た
と
言
え
る
。

⑵　

許
容
さ
れ
る
行
為
の
条
件
（
サ
ブ
パ
ー
ト
Ｂ
）

　

許
容
さ
れ
る
行
為
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
条
件
が
付
与

さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
引
受
業
務
を
行
う
場
合
、
銀
行
事
業
体
に
は
合

理
的
に
設
計
さ
れ
た
内
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
設
定
と
実
施
、
お
よ
び
維
持
と
執
行
が
要
求
さ
れ

る
。
さ
ら
に
各
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ス
ク
に
は
、
①
引

受
業
務
と
し
て
売
買
、
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
な
商
品
・

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
こ
と
、
②
顧
客
等
の
合
理
的

な
期
待
を
含
め
て
、
引
受
け
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
数
量
や
リ
ス

ク
フ
ァ
ク
タ
ー
に
関
連
し
た
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
お
よ
び

証
券
保
有
期
間
で
あ
る
こ
と
、
③
当
該
デ
ス
ク
に
課
さ
れ

た
制
限
の
遵
守
に
関
す
る
内
部
統
制
や
継
続
的
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
お
よ
び
分
析
、
④
制
限
を
超
過
す
る
場
合
の
レ

ビ
ュ
ー
お
よ
び
承
認
手
続
き
等
が
求
め
ら
れ
る
。

　

第
二
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
イ
キ
ン
グ
関
連
業
務
に
は
、

引
受
業
務
と
同
様
な
内
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
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ラ
ム
と
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ス
ク
に
関
す
る
条
件
が
要

求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ス
ク

に
求
め
ら
れ
る
条
件
は
、
①
関
連
金
融
商
品
の
流
動
性
や

市
場
の
厚
み
等
か
ら
妥
当
で
あ
り
、
正
当
な
数
量
か
つ
市

場
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、
自
己
の
勘
定
を
も
っ
て
金
融
商

品
の
気
配
値
の
提
示
や
売
買
を
行
な
う
、
も
し
く
は
、
そ

の
他
の
長
短
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
意
図
と
能
力
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
②
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
イ
カ
ー
と
し
て

抱
え
る
在
庫
と
し
て
の
金
融
商
品
の
数
量
、
種
類
や
リ
ス

ク
が
、
継
続
的
に
顧
客
や
取
引
相
手
の
合
理
的
な
期
待
に

お
け
る
短
期
的
な
需
要
を
超
え
な
い
こ
と
、
③
定
め
ら
れ

た
制
限
を
超
え
た
場
合
に
、
可
能
な
限
り
速
や
か
に
遵
守

す
べ
き
制
限
ま
で
戻
る
よ
う
行
動
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
も
特
に
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ス
ク

に
求
め
ら
れ
る
顧
客
の
需
要
予
測
（
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｄ
）
は
実

務
上
の
大
き
な
負
担
と
捉
え
ら
れ
、
後
述
す
る
米
財
務
省

報
告
書
や
Ｆ
Ｒ
Ｂ
等
が
共
同
で
公
開
し
た
規
則
の
修
正
提

案
に
お
い
て
も
見
直
し
項
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
銀
行
事
業
体
の
自
己
勘
定
取
引
に
許
容
さ

れ
る
行
為
に
は
、
適
切
な
内
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
と
維
持
が
基
盤
と
さ
れ
た
。
次
の
サ
ブ

パ
ー
ト
Ｄ
お
よ
び
付
録
Ｂ
で
は
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の

質
の
確
保
を
は
か
っ
て
い
る
。

⑶�　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
報
告
要
求

（
サ
ブ
パ
ー
ト
Ｄ
、
付
録
Ｂ
）

　

サ
ブ
パ
ー
ト
Ｄ
は
、
自
己
勘
定
取
引
を
行
う
銀
行
事
業

体
に
設
定
を
求
め
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
し
て
、
最
低
限
含
ま
れ
る
べ
き
項
目
（
①
方
針
や
手

段
の
文
書
化
、
②
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
等
）
を
提
示
す
る

と
と
も
に
、
前
年
末
時
点
で
の
連
結
資
産
規
模
が
五
〇
〇

億
ド
ル
以
上
（
外
国
銀
行
は
米
国
内
で
の
資
産
）
や
、
監

督
機
関
が
必
要
と
認
め
た
銀
行
事
業
体
に
対
し
て
は
、
さ

ら
に
最
終
規
則
の
付
録
Ｂ
（
高
度
な
最
小
基
準
）
を
満
た
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す
こ
と
も
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
銀
行
事
業
体
は
、
実
際

に
は
下
記
の
付
録
Ｂ
の
基
準
を
採
用
し
た
内
部
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
保
持
と
管
理
を
条
件
と
し

て
、
複
数
の
自
己
勘
定
取
引
が
可
能
と
な
る
と
言
え
る
。

　

付
録
Ｂ
で
は
追
加
的
要
件
（
図
表
2
）
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
特
に
四
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
に
よ
る
立
証
や
証
明
が
求
め

ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

二
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
評
価

　

本
稿
で
は
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
評
価
軸
と
し
て
、
第

一
に
規
則
の
正
当
性
、
第
二
に
規
則
遵
守
の
容
易
さ
、
第

三
に
市
場
お
よ
び
市
場
参
加
者
に
与
え
た
影
響
を
挙
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

⑴　

規
則
の
正
当
性

　

詳
細
な
説
明
は
『
証
券
経
済
研
究
』
に
掲
載
す
る
拙
稿

を
参
照
願
い
た
い
が
、
Ｄ
Ｆ
法
に
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
が

含
ま
れ
た
際
に
、
そ
の
条
項
は
二
人
の
議
員
が
提
案
し
た

「
マ
ー
ク
リ
ー
・
レ
ビ
ン
修
正
案
」
が
基
礎
と
な
っ
た
。

こ
の
修
正
案
は
、
銀
行
の
自
己
勘
定
取
引
が
金
融
危
機
を

引
き
起
こ
し
た
と
の
考
え
に
基
づ
く
が
、
こ
れ
ら
議
員
が

別
途
公
開
し
た
説
明
は
合
理
的
か
つ
経
済
的
な
分
析
を
欠

い
て
い
る
。
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
正
当
性
に
は
疑
問
が

あ
る
。

　

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
を
連
邦
法
に
含
め
る
よ
う
連
邦
議

会
に
要
請
し
た
当
時
の
オ
バ
マ
政
権
内
で
も
、
ガ
イ
ト

ナ
ー
財
務
長
官
は
商
業
銀
行
の
自
己
勘
定
取
引
が
危
機
の

主
因
と
は
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
。
国
家
経
済
会
議
の
サ

マ
ー
ズ
委
員
長
も
同
様
の
考
え
で
あ
り
、
銀
行
の
投
機
的

行
為
は
追
加
的
な
資
本
要
求
等
で
制
約
す
べ
き
と
唱
え
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
権
内
で
も
異
論
が
あ
っ
た
こ
と

は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー

ル
の
名
称
（
通
称
）
は
、
元
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
の
ポ
ー
ル
・
ボ
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ル
カ
ー
の
持
論
が
由
来
で
あ
る
が
、
ボ
ル
カ
ー
元
Ｆ
Ｒ
Ｂ

議
長
は
商
業
銀
行
の
投
機
的
活
動
を
批
判
し
て
い
た
も
の

の
、
危
機
の
中
心
に
自
己
勘
定
取
引
が
あ
っ
た
と
は
考
え

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
、
前
イ
ン
ド
中
銀
総
裁

の
ラ
ジ
ャ
ン
教
授
（
シ
カ
ゴ
大
学
）
な
ど
、
現
在
で
も
同

規
則
の
正
当
性
に
批
判
的
な
専
門
家
は
多
い
。

　

仮
に
規
則
に
十
分
な
正
当
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

①
他
の
規
制
に
よ
り
銀
行
の
過
剰
な
投
機
的
行
動
を
抑
制

す
る
、
も
し
く
は
②
規
則
の
適
用
範
囲
の
見
直
し
が
求
め

ら
れ
よ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
連
邦
議
会
に

提
出
さ
れ
た
法
案
に
は
、
規
則
自
体
の
廃
止
や
適
用
範
囲

の
見
直
し
等
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
第
一
一
五
回

連
邦
議
会
で
は
、
一
部
の
小
規
模
地
域
金
融
機
関
を
同
規

則
の
対
象
外
と
す
る
連
邦
法
も
成
立
し
て
い
る
。
本
稿
の

最
後
で
規
則
を
担
当
す
る
機
関
が
公
開
し
た
修
正
案
を
み

る
が
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
規
模
に
よ
り
規
則
の
適
用
を

考
慮
す
る
試
み
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

図表2　付録B がコンプライアンス・プログラムに求める追加的要件
1．�銀行事業体の対象となる取引およびカバード・ファンドの活動と投資を合理的に
確認、証明、監視し報告しなければならない。
これら対象となる取引や投資および、コンプライアンスを遵守しない潜在的な部
門のリスクを確認、監視し、即座に正さなければならない。
銀行持株会社法の13条および本規則により禁止されている、もしくは従っていな
い活動や投資を防止しなければならない。

2．�銀行事業体の対象となる取引および投資に、適切な制限を設定し、それを守らな
ければならない。
そこには銀行持株会社法の13条および本ルールの要求に適合した個々の活動や投
資の規模や範囲、複雑さとリスクについての制限が含まれる。

3．�定期的な独立した調査や検定にとって、コンプライアンス・プログラムが有効で
無ければならない。
また、調査や検定を含んで、事業体の内部監査、企業コンプライアンスや内部統
制機能が有効かつ独立していることが保証されなければならない。

4．�コンプライアンス・プログラムの有効な実行に対して、上級管理職等が適切かつ
責任あるようにしなければならない。
また、銀行事業体の取締役やCEO（もしくは同等の）は、コンプライアンス・
プログラムの有効性を調査（Review）することが保証されなければならない。

5．�連邦監督機関が銀行事業体の対象となる取引やカバード・ファンドの活動および
投資を監視し、検査することが容易となるものでなければならない。
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⑵　

規
則
遵
守
の
容
易
さ

　

こ
の
評
価
軸
は
、
主
に
規
則
遵
守
の
コ
ス
ト
（
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ス
ト
）
が
問
題
と
な
る
。
当
該
コ
ス
ト

は
、
①
定
義
の
不
明
瞭
さ
か
ら
禁
止
行
為
と
許
容
さ
れ
る

行
為
を
実
務
上
区
分
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
こ
と

と
、
②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
設
置
な

ら
び
に
定
期
報
告
が
主
な
要
因
と
な
る
。
本
稿
で
は
規
則

の
直
接
的
コ
ス
ト
と
呼
ぼ
う
。

　

大
手
金
融
機
関
は
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
施
行
以
前
に

狭
義
の
自
己
勘
定
取
引
を
切
り
離
し
て
お
り
、
ま
た
、
米

国
債
等
の
売
買
は
禁
止
行
為
の
対
象
外
で
あ
る
た
め
規
制

の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
は
限
定
的
と
な
る
。
一
方
で
先
に
見
た

よ
う
に
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
が
要
求
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
く
の
銀
行
事
業
体
に
一
律
に

適
用
さ
れ
て
き
た
。
コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
観
点
か

ら
考
え
る
と
、
同
規
則
は
過
剰
コ
ス
ト
と
な
り
易
い
性
質

を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
第
二
の
軸
に
お
け
る
再
評
価
で
は
、
①
定
義
の
見

直
し
と
、
②
遵
守
コ
ス
ト
の
妥
当
性
の
検
討
が
求
め
ら
れ

よ
う
。
本
稿
の
最
後
で
挙
げ
る
修
正
提
案
で
は
、
同
規
則

の
直
接
的
コ
ス
ト
の
軽
減
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

⑶　

市
場
お
よ
び
市
場
参
加
者
に
与
え
た
影
響

　

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
が
市
場
や
市
場
参
加
者
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
学
術
的
な
先
行
研
究
の
分
析

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
規
則
に
よ
る
市
場
流
動
性
の
低
下

や
、
低
下
し
た
流
動
性
が
資
産
価
値
や
企
業
負
債
の
発
行

費
用
に
及
ぼ
す
影
響
は
規
制
の
間
接
的
な
コ
ス
ト
と
呼
ぶ

こ
と
が
出
来
る
。『
証
券
経
済
研
究
』
の
拙
稿
で
は
、
特

に
米
国
の
社
債
市
場
を
対
象
と
し
て
①
市
場
流
動
性
、
②

取
引
コ
ス
ト
（
ビ
ッ
ド
・
ア
ス
ク
・
ス
プ
レ
ッ
ド
等
）、

③
市
場
参
加
者
の
行
動
（
銀
行
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
在
庫
保
有

と
流
動
性
供
給
能
力
等
）
を
対
象
と
す
る
複
数
の
実
証
研

究
の
結
果
を
整
理
し
て
い
る
の
で
参
照
願
い
た
い
。
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第
一
に
市
場
流
動
性
に
関
し
て
。
例
え
ば
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
調

査
の
よ
う
に⑴

、
同
規
則
の
適
用
後
も
平
常
時
の
市
場
流
動

性
に
は
変
化
が
な
い
と
結
論
す
る
報
告
が
あ
る
一
方
で
、

平
常
時
で
も
市
場
流
動
性
が
低
下
し
て
い
る
と
報
告
す
る

研
究
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
同
規
則
の
適
用
に
よ
り

格
下
げ
と
な
っ
た
（
ス
ト
レ
ス
時
の
）
社
債
の
市
場
流
動

性
が
低
下
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
研
究
は
、
ボ
ル
カ
ー
・

ル
ー
ル
を
担
当
す
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
等
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る⑵

。

　

第
二
に
市
場
の
取
引
コ
ス
ト
に
関
し
て
。
取
引
の
電
子

化
や
社
債
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
増
加
な
ど
の
市
場
構
造
の
変
化
に
よ

り
、
一
見
す
る
と
現
在
の
取
引
コ
ス
ト
は
低
下
し
て
い
る

が
、
適
切
な
処
置
を
用
い
て
観
察
し
た
場
合
、
ボ
ル

カ
ー
・
ル
ー
ル
を
含
め
た
諸
規
制
の
導
入
に
よ
っ
て
取
引

コ
ス
ト
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
。

　

第
三
に
市
場
参
加
者
に
関
し
て
。
複
数
の
研
究
が
、
ボ

ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
よ
り
銀
行
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
行
動
が
変

化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、

同
規
則
の
適
用
後
に
銀
行
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
社
債
の
在
庫
保

有
を
避
け
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
結
果
、
銀
行
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
市
場
流
動
性
の
供
給
能
力
が
減
少
（
マ
ー
ケ
ッ
ト

メ
イ
キ
ン
グ
能
力
の
低
下
）
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
他
、
同
規
則
の
適
用
開
始
後
は
①
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
メ
イ
キ
ン
グ
に
携
わ
る
大
手
金
融
機
関
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
数
が
減
少
し
て
い
る
、
②
社
債
市
場
の
回
転

率
が
低
下
し
て
い
る
、
な
ど
の
報
告
も
あ
る
。

三
、
米
財
務
省
報
告
書

　

連
邦
議
会
で
も
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
再
評
価
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
七
年
三
月
に
下
院
金
融
サ
ー

ビ
ス
委
員
会
（
小
委
員
会
）
が
開
催
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
特
に
社
債
市
場
に
与
え
た
影
響
分
析
を
踏
ま
え
な
が

ら
（
前
節
参
照
）、
同
規
則
の
効
果
が
検
討
さ
れ
た
。
図

表
3
は
、
現
在
の
第
一
一
五
回
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た
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ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
関
連
す
る
法
案
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
う
ちS.2155

は
、
共
和
党
議
員
と
民
主
党
議
員
の
超

党
派
で
提
案
さ
れ
、
連
邦
議
会
を
通
過
し
た
後
に
本
年
五

月
の
大
統
領
署
名
に
よ
り
連
邦
法
と
し
て
成
立
し
て
い

る
。S.2155
は
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
関
し
て
、
銀
行
持

株
会
社
法
を
修
正
し
、
①
連
結
総
資
産
が
一
〇
〇
億
ド
ル

未
満
で
あ
り
、
な
お
か
つ
②
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
資
産
・
負

債
が
総
資
産
の
五
％
以
下
の
銀
行
事
業
体
を
ボ
ル
カ
ー
・

ル
ー
ル
の
対
象
外
と
し
た
。S.2155
の
成
立
に
よ
り
、
す

で
に
比
較
的
小
規
模
の
地
域
金
融
機
関
は
同
規
則
の
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
財
務
省
は
金
融
規
制
に
関
連
す
る
六
本
の
報
告
書
を

公
表
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
一
七
年
六
月
に
公
表
さ
れ

た
第
一
弾
報
告
書
「
銀
行
と
信
用
組
合
」
に
お
い
て
、
ボ

ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
対
象
範
囲
の
見
直
し
や
規
則
の
複
雑

さ
へ
の
対
処
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
提
案
を
①

規
則
か
ら
の
除
外
、
②
定
義
の
再
検
討
、
③
規
制
コ
ス
ト

の
低
減
に
分
類
し
、
下
記
で
そ
の
要
点
を
記
す
。

⑴　

規
則
か
ら
の
除
外

　

規
則
か
ら
の
除
外
と
し
て
、
①
連
結
総
資
産
が
一
〇
〇

億
ド
ル
以
下
の
銀
行
事
業
体
を
規
則
の
対
象
か
ら
除
外
す

る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
②
総
資
産
が
一
〇
〇
億

ド
ル
を
超
え
る
銀
行
事
業
体
に
対
し
て
も
、
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
資
産
・
負
債
が
一
〇
億
ド
ル
未
満
か
つ
総
資
産
の
一

〇
％
未
満
の
場
合
は
自
己
勘
定
取
引
の
禁
止
対
象
か
ら
除

外
す
る
。
こ
れ
ら
は
連
邦
法
（
Ｄ
Ｆ
法
）
の
修
正
が
必
要

で
あ
る
が
、
前
述
のS.2155

に
よ
り
類
似
し
た
施
策
は
実

現
し
て
い
る
。

⑵　

定
義
の
再
検
討

　

禁
止
対
象
と
な
る
自
己
勘
定
取
引
の
定
義
に
関
し
て
、

①
「
六
〇
日
未
満
の
保
有
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
の
定
義
を
廃
止

す
る
と
と
も
に
、
②
そ
の
判
定
に
用
い
ら
れ
る
検
定
方
法
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の
簡
易
化
を
検
討
す
る
。
こ
の
他
、
③
許
容
さ
れ
る
行
為

に
お
い
て
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ス
ク
に
求
め
ら
れ
る
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｄ
（
顧
客
需
要
予
測
）
の
適
用
の
柔
軟
化
や
代
替

手
法
の
検
討
な
ど
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

規
制
コ
ス
ト
の
低
減

　

規
制
コ
ス
ト
に
関
連
し
て
報
告
書
は
、
①
現
在
の
連
結

総
資
産
が
五
〇
〇
億
ド
ル
以
上
の
銀
行
事
業
体
に
適
用
さ

れ
る
高
度
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
連

結
ベ
ー
ス
で
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
資
産
・
負
債
が
一
〇
〇
億

ド
ル
以
上
の
銀
行
事
業
体
に
限
定
す
る
案
を
示
し
た
。
さ

ら
に
、
②
自
己
資
本
や
流
動
性
の
点
で
良
好
な
銀
行
事
業

体
を
規
則
の
対
象
か
ら
外
し
、
ト
レ
ー
ダ
ー
の
義
務
や
監

視
・
検
査
の
適
用
の
み
と
す
る
。
上
記
のS.2155

に
よ
り

小
規
模
の
銀
行
事
業
体
は
規
則
の
対
象
外
と
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
提
案
は
規
則
が
本
来
の
目
的
と
す
る
金
融
シ
ス

テ
ム
の
安
定
性
に
影
響
を
与
え
る
大
規
模
な
銀
行
事
業
体

図表3　連邦議会に提案された主な法案
第115回連邦議会

◎	�S.2155 Economic Growth, Regulatory Relief, and Consumer Protection 
Act

○ H.R.10 Financial CHOICE Act
○ �H.R.4790 Volcker Rule Regulatory Harmonization Act 
　H.R.5659 Volcker Rule Relief Act

（注）　◎は大統領署名により成立、○は下院のみ通過。
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に
規
制
の
機
能
を
集
中
さ
せ
る
目
的
と
言
え
る
が
、
下
記

の
連
邦
監
督
機
関
の
提
案
と
も
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。

四�
、
連
邦
監
督
機
関
が
提
示
す
る
規
則

修
正

　

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
を
担
当
す
る
五
つ
の
連
邦
機
関

は
、
一
八
年
六
月
に
「
規
則
制
定
案
の
通
知
（
以
下
、
修

正
提
案
）」
を
公
開
し
（
連
邦
官
報
へ
の
掲
載
は
七
月
一

七
日
）、
銀
行
持
株
会
社
法
の
修
正
提
案
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
行
っ
た
。
本
節
で
は
こ
の
修
正
提
案

の
要
点
を
整
理
す
る
。

　

修
正
提
案
は
、
そ
の
最
初
に
お
い
て
「
一
三
年
の
最
終

規
則
に
は
不
明
瞭
で
実
務
上
実
行
が
困
難
と
思
わ
れ
る
箇

所
が
あ
る
こ
と
を
当
局
は
認
識
し
て
い
る
」
と
記
す
。
こ

の
案
は
規
則
の
全
般
を
見
直
し
の
対
象
と
し
、
約
三
四
〇

の
質
問
項
目
を
併
記
し
て
修
正
を
提
案
す
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
、
さ
ら
な
る
見
直
し
も
予
想
さ
れ

る
。
本
節
で
は
自
己
勘
定
取
引
に
関
連
す
る
修
正
提
案
を

①
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
の
定
義
、
②
規
則
の
適
用
対

象
、
③
許
容
さ
れ
る
行
為
に
求
め
ら
れ
る
条
件
、
④
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
求
、
に
分
類
し
各
要

点
を
整
理
す
る
。

⑴　

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
の
定
義

　

最
終
規
則
は
「
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
」
に
お
い
て
、

①
金
融
商
品
の
売
買
の
期
間
（
六
〇
日
未
満
の
保
有
、
も

し
く
は
購
入
か
ら
六
〇
日
未
満
で
リ
ス
ク
を
移
転
す
る
）

（
た
だ
し
超
え
た
場
合
で
も
反
証
が
可
能
）、
②
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
規
則
に
照
ら
し
た
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
③
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
用
い
る
総
て
の
勘
定
、

の
三
つ
の
区
分
を
も
っ
て
禁
止
行
為
を
判
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
論
じ
た
よ
う
に
、
最
終
規
則
に
お
け
る
定
義
の

不
明
瞭
さ
は
規
則
の
遵
守
を
困
難
と
す
る
要
因
の
一
つ
で
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あ
っ
た
。

　

修
正
提
案
は
①
の
「
期
間
の
区
分
」
を
判
定
の
区
分
か

ら
廃
止
す
る
。
そ
の
上
で
新
た
に
、
そ
の
取
引
を
最
終
規

則
が
定
め
る
会
計
基
準
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
と
と
も

に
、
九
〇
営
業
日
内
に
実
現
損
益
か
含
み
損
益
が
二
、
五

〇
〇
万
ド
ル
を
超
え
な
い
こ
と
を
求
め
る
（
超
え
た
場
合

は
、
規
則
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
）。

⑵　

規
則
の
適
用
対
象

　

最
終
規
則
は
、
銀
行
事
業
体
お
よ
び
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
監
督
対

象
と
な
る
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
会
社
を
対
象
と
し⑶

、
上
記
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
要
求
さ
れ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
にS.2155

に
よ
っ
て
小
規
模
金
融
機

関
は
す
で
に
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
対
象
外
と
さ
れ
た

が
、
修
正
提
案
は
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
規
模
に
よ
り
銀
行

事
業
体
を
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、
特
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
三
の
銀
行
事
業
体
へ
の
要
求
を
大
幅
に
軽
減
す
る

（
図
表
4
）。
修
正
提
案
に
よ
れ
ば
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
に
該
当

す
る
銀
行
事
業
体
の
み
で
全
体
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
資

産
・
負
債
額
の
九
五
％
を
占
め
て
い
る
。
同
規
則
が
求
め

る
主
た
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
用
を

大
手
銀
行
事
業
体
に
限
定
す
る
試
み
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。

⑶　

許
容
さ
れ
る
行
為
に
求
め
ら
れ
る
条
件

　

最
終
規
則
が
定
め
る
、
引
受
業
務
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ

イ
キ
ン
グ
関
連
業
務
な
ど
の
許
容
さ
れ
る
行
為
が
自
己
勘

定
取
引
の
禁
止
行
為
か
ら
除
外
さ
れ
る
条
件
の
一
つ
が
、

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｄ
（
顧
客
の
需
要
予
測
）
を
超
え
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ス
ク

ご
と
に
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｄ
を
計
測
し
遵
守
す
る
こ
と
は
過
大
な

コ
ス
ト
要
因
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
修
正
提
案

は
、
銀
行
事
業
体
が
独
自
の
手
法
を
用
い
て
各
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
デ
ス
ク
に
合
わ
せ
た
内
部
リ
ス
ク
上
限
を
設
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定
可
能
と
し
、
同
上
限
を
遵
守
（
方
針
お
よ
び
手
法
）
す

る
こ
と
で
代
替
す
る
案
を
提
示
し
て
い
る
。

⑷　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
求

　

修
正
提
案
は
す
べ
て
の
銀
行
事
業
体
を
対
象
に
最
終
規

則
の
サ
ブ
パ
ー
ト
Ｂ
が
要
求
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
軽
減
を
企
画
す
る
。
図
表
4
で
記
し
た
よ

う
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
三
の
銀
行
事
業
体
は
原
則
と
し
て
最

終
規
則
の
各
サ
ブ
パ
ー
ト
が
要
求
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
免

除
さ
れ
る
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
二
の
銀
行
事
業
体
に
関
し
て

も
銀
行
持
株
会
社
法
の
一
三
条
の
要
求
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
方
針
、
手
段
等
）
に
留
め
る
ま
で
軽
減
さ
れ
る
。
さ

ら
に
最
終
規
則
の
付
録
Ｂ
の
追
加
的
要
件
に
つ
い
て
も
、

「
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
保
証
の
要
求
（
図
表
2
の
4
）」
を
除
い

て
削
減
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
が
定
め
る
報
告
の
要
求

や
記
録
保
持
等
で
、
要
求
の
簡
素
化
が
提
案
さ
れ
て
い

図表4　修正提案が提示する3つのカテゴリー
カテゴリー 1：トレーディング資産・負債額が100億ドル以上の銀行事業体
・�6 つのコンプライアンス・プログラムの柱（文書化された方針と手法、内部統
制、管理フレームワーク、独立した検査、訓練、記録保持）が求められる。

カテゴリー 2：�トレーディング資産・負債額が10億ドル以上100億ドル未満の銀行事
業体

・�現規則よりも単純かつ軽減されたコンプライアンス・プログラム等を要求。
カテゴリー 3：�トレーディング資産・負債額が10億ドル未満の銀行事業体
・最終規則のサブパートB、C、Dを原則免除。
（サブパートCはカバードファンドとの取引の制約）
・�ただし、当局の検査や監査の結果、これらを要求することは可能。

（注）　�トレーディング資産・負債額は前年度ベースで、子会社・関連会社を含む。ただし、合衆国
や政府機関の負債や保証を除く。外国銀行（Foreign Banking Organization）は、世界的な連結
ベースで判断。
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る
。ま

と
め

　

本
稿
で
は
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
を
取
り
上
げ
、
米
国
内

の
活
動
を
み
た
。
指
摘
し
た
よ
う
に
、
同
規
則
は
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
資
本
市
場
の
機
能
を
考
え
る
う
え

で
改
善
す
べ
き
点
も
多
い
。
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
、
連
邦

議
会
で
は
す
で
に
小
規
模
の
地
域
金
融
機
関
を
規
則
の
対

象
か
ら
外
す
連
邦
法
が
超
党
派
で
成
立
し
て
い
る
。
ま

た
、
米
財
務
省
の
報
告
書
の
提
案
や
五
つ
の
連
邦
監
督
機

関
が
公
開
し
た
修
正
提
案
も
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。

　

本
年
一
一
月
の
連
邦
議
会
の
中
間
選
挙
の
結
果
、
連
邦

議
会
下
院
は
民
主
党
が
多
数
党
と
な
り
、
共
和
党
が
多
数

党
を
維
持
し
た
上
院
と
の
ね
じ
れ
現
象
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国
内
の
金
融
規
制
に
対
し
て

は
、
今
後
も
現
実
的
な
見
直
し
活
動
が
続
く
の
で
は
な
い

か
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
立
法
府
や
行
政
府
の
活
動

は
、
豊
富
で
堅
実
な
学
術
的
分
析
を
踏
ま
え
て
い
る
点
を

付
け
加
え
て
お
く
。

（
注
）

⑴　

SEC

［2017

］, A
ccess to Capital and M

arket Liquidity, 
A

ugust.

⑵　

B
ao, J., O

ʼH
ara, M

. and Zho, X
.

［2018

］,

“The V
olcker 

R
ule and C

orporate B
ond M

arket-M
aking in T

im
es of 

Stress,

”  Journal of Financial E
conom

ics, V
ol.130, Issue 1, 

pp.95-113

、
な
ど
。

⑶　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
監
督
対
象
と
な
る
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
会
社
は
ノ
ン
バ
ン

ク
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
と
呼
ば
れ
る
が
、
本
年
一
〇
月
に
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ

ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
が
指
定
を
解
除
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
該
当
す
る
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
会
社
は
無
く
な
っ
た
。
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